
解

説

筆

日
向
子

ハ
ル
ド
ゥ
ン

・
タ
ネ
ル
(
国
包
含
コ
、
H
E
R
-
九
一
五

|一

九
八
六
)
は
、
ト
ル
コ
の
短
篇
小
説
家
・劇
作
家
。

彼
の
名
前
を
冠
し
た
文
学
賞
(
ハ
ル
ド
ゥ
ン
・
タ
ネ
ル

短
篇
小
説
貰
)
や
劇
場
(
イ
ス
タ
ン
プ
ル
市
立
ハ
ル
ド

ウ
ン

・
夕
、
ネ
ル
劇
場
)
が
あ
り
、
生
誕
一

O
O周
年
に

あ
た
る
二

O
一
五
年
に
は
、
回
顧
展
や
イ
ベ
ン
ト
が
聞

か
れ
、
二

O
二
ハ
年
に
か
け
て
ヤ
プ
・
ク
レ
デ
ィ
出
版

社
が
全
著
作
(
短
篇
小
説
集
、
戯
曲
、
エ

ッ
セ
イ
)
を

新
装
復
刊
し
た
。

ハ
ル
ド
ウ
ン
・
タ
ネ
ル
は
最
後
の
オ
ス
マ
ン
帝
国

議
会
議
員
で
あ
り
イ
ス
タ

ン
プ
ル
大
学

(
Z
S
5z
一

の
国
際
法
の
教
授
で
も
あ
っ
た
父
ア

。回忌一ヨコ
Z

コ己)

フ
メ
ト
・
セ
ラ
ハ
ツ
テ
ィ
ン
・
ベ
イ
と
母
セ
ザ

・ハ
ヌ

ム
の
も
と
一
九
一
五
年
に
生
ま
れ
た
。
三
五
年
、
ガ
ラ

説

タ

・
サ
ラ
イ
高
校
を
卒
業
後
、
政
治
経
済
を
学
ぶ
た
め

ド
イ
ツ
の
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
に
留
学
し
た
が
、

結
核
治
療
の
た
め
四
年
間
の
休
養
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
。
イ
ス
タ
ン
プ
ル
大
学
文
学
部
等
に
て
学
業
に
励
む

か
た
わ
ら
副
業
と
し
て
短
篇
小
説
の
執
筆
を
始
め
、

次
々
と
文
芸
誌
ヘ
掲
載
し
た
。
五
三
年
、
ニ
ュ
ー
ヨ
|

解

ク

・
ヘ
ラ
ル
ド

・
卜
リ
ビ
ュ

l
ン
主
催
の
小
説
の
コ
ン

テ
ス
ト
で

「
シ
シ
ユ

ハ
|
ネ
に
雨
が
降
っ
て
い
た
」

3
5
Z
5
.三
苫
脚
ヨ
ミ
苫脚
q
o
E
E)
が
優
勝
、

五
五
年
に

は
「
十
二
時
一
分
前
」

(
O
コ
一E
d
何
回一『〈
国『
)
で
サ
イ
卜
・

フ
ア
イ
ク
文
学
賞
を
受
賞
し
た
。
ま
た
こ
の
時
期
に
劇

作
を
始
め
、
四
九
年
に
最
初
の
戯
曲
『時
の
人
』
(
0
5
5

〉
含

E)
を
執
筆
、
五
四
年
、
演
劇
に
関
す
る
専
門
的

知
識
を
学
ぶ
た
め
ウ
ィ
ー
ン
ヘ
渡
っ
た
。
ブ
レ
ヒ
ト
や

力
パ
レ
演
劇
の
影
響
を
強
く
受
け
、
帰
国
後
、
劇
作
や

劇
団
の
設
立
を
精
力
的
に
行
な
い
な
が
ら
大
学
や
演
劇

学
校
に
て
ド
ラ
マ
卜
ゥ
ル
ギ
|
の
講
義
を
行
な
っ
た
。

本
作

「
サ
ン
チ
ヨ
の
朝
の
散
歩
」

(
E5
20.===

r
gy〈
E
E『
E
C)
は
六
四
年
に
執
筆
さ
れ
た
。
と
の

年
に
は
戯
曲
『ケ
シ
ャ
ン
ル
・
ア
リ
の
叙
事
詩
』
(
ご
包

Z

E--)2
5
-)
の
初
演
が
大
成
功
を
お
さ
め
て
い
る
。

日
本
で
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
ト
ル
コ

で
は
T
R
T
(ト
ル
コ
国
営
放
送
)
が
発
足
し
た
年
で

あ
る
。

作
品
の
ス
ト
ー
リ
ー
そ
の
も
の
に
大
き
な
起
伏
が
あ

る
わ
け
で
は
な
い
が
、
サ
ン
チ
ヨ
と
「
ヒ
ユ
ル
ヤ
の
パ

パ
」
の
足
音
が
メ
ト
ロ
ノ
ー
ム
の
よ
う
に
軽
快
な
テ
ン

ポ
を
刻
み
、
傘
、が
地
面
を
叩
く
音
や
サ
ン
チ
ヨ
の
除
り

声
、
サ
ン
チ
ヨ
の
奇
妙
な
動
き
が
そ
と
へ
加
わ
る
こ
と

で
は
っ
き
り
と
し
た
緩
急
が
つ
い
て
い
る
。
さ
ら
に
天

候
の
変
化
や
サ
ン
チ
ヨ
の
思
考
の
流
れ
を
描
き
、
視
点

が
カ
メ
ラ
ワ
ー
ク
の
よ
う
に
切
り
替
わ
る
こ
と
で
、
何

気
な
い
犬
の
散
歩
が
短
篇
映
画
の
よ
う
に
ド
ラ
マ
テ
イ

ツ
ク
に
な
っ
て
い
る
。

一
見
す
る
と
コ
ミ
カ
ル
な
作
品
で
あ
る
が
、
ほ
ろ
苦

さ
も
印
象
的
で
あ
る
。
か
つ
て
娘
の
「
ヒ
ュ
ル
ヤ
」
が

家
に
い
た
こ
ろ
は
賑
や
か
で
あ
っ
た
と
と
が
想
像
さ
れ

る
が
、
留
学
で
不
在
の
今
、
夫
婦
は

E
い
に
秘
密
を
抱

え
、
表
面
上
取
り
繕
っ
て
い
る
。
サ
ン
チ
ヨ
は
主
人
の

人
生
を
自
分
の
人
生
と
切
り
離
し
、
冷
静
に
観
察
し
、

時
に
憐
れ
み
な
が
ら
、
『ド
ン
・
キ
ホ
|
テ
』
の
サ
ン

チ
ヨ
・

パ
ン
サ
の
よ
う
に
付
い
て
い
く
。
最
後
の
シ
ー

ン
は
、
「
巨
人
」
の
世
界
の
中
で
犬
も
人
間
も
同
じ
く

ら
い
小
さ
く
無
力
に
見
え
る
。

タ
ネ
ル
の
ユ
ー
モ
ア
は
、
独
特
な
オ
ノ
マ
ト
ペ
や
、

飼
い
犬
の
視
点
で
人
間
界
を
見
る
と
い
う
作
品
構
想
、

犬
の
名
前

(「
サ
ン
チ
ヨ
」

「デ
イ
オ
ジ
エ
ン

(
デ
イ
オ

ゲ
ネ
ス
ご
)、
政
治
家
の
風
刺
な
ど
様
々
な
形
で
ち
り

ば
め
ら
れ
て
い
る
。
言
葉
遊
び
ゃ
風
刺
、
間
テ
ク
ス
卜

性
は
、
短
篇
小
説
、

戯
曲
を
問
わ
ず
タ
ネ
ル
の
作
品
に

共
通
し
て
見
ら
れ
る
。
織
密
に
計
算
さ
れ
つ
つ
も
気
取

ら
な
い
魅
力
こ
そ
が
、
彼
の
作
品
、が
ト
ル
コ
に
お
い
て

広
く
長
く
愛
さ
れ
る
理
由
で
あ
ろ
う
。
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